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誌上  進路指導ケーススタディ

  生徒が上手に
  自己表現できるには？

今回取り上げるのは「アサーション」です。一般には、対人コミュニケーション能力を向上し
人間関係を円滑にするためのアサーション・トレーニングなどで知られていますが、進路相
談のなかでも、その考え方やスキルを意識することで、生徒の上手な自己表現につなげら
れるのではないかと考えました。

取材・文／清水由佳　イラスト／おおさわゆう

（※）交流分析にお
けるライフポジショ
ン／人間が人生に
おいて、自分自身と
他人についてどの
ように感じ、どんな
結論を下している
かを示すもの。

う
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い
く
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己
表
現
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己
表
現

こ ん な ケ ー ス

1
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り
で
振
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回

さ
れ
て
い
る
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徒
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就
職
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接
で
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度
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落
と
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れ
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徒

3
何
を
し
た
い
の
か
ほ
と
ん
ど

口
に
し
な
い
生
徒
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 【監修＆アドバイス】

手
を
押
し
込
め
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
お

互
い
の
価
値
観
を
尊
重
し
な
が
ら
対
等
な

関
係
を
築
き
、
自
分
の
意
見
を
的
確
に
言

葉
に
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
タ
イ
プ
を
、「
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ（
攻
撃

的
）」「
ノ
ン
・
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ（
非
主
張
的
）」、

さ
わ
や
か
な
自
己
主
張
と
も
い
え
る「
ア
サ

ー
テ
ィ
ブ
」の
３
つ
に
分
類
し
ま
す（
図
）。

　

例
え
ば
、
忙
し
い
時
期
に
同
僚
の
先
生

か
ら
急
な
仕
事
を
頼
ま
れ
た
と
き
、「
こ
ん

な
と
き
に
非
常
識
だ
」と
一
方
的
に
非
難
す

る
の
が
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
タ
イ
プ
。
逆
に
、
何

も
言
え
ず
に
我
慢
し
て
引
き
受
け
て
し
ま
い

後
悔
す
る
の
が
ノ
ン
・
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
タ
イ
プ
。

「
今
、
仕
事
を
頼
ま
れ
ま
し
た
が
、
自
分
も

急
ぎ
の
仕
事
を
抱
え
て
い
て
、
対
応
が
難
し

い
。
い
つ
い
つ
ま
で
待
っ
て
も
ら
え
る
の
な
ら

大
丈
夫
だ
が
、
そ
れ
が
難
し
け
れ
ば
、
か
え

っ
て
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
の
で
今
回
は
お

断
り
す
る
し
か
な
い
」と
丁
寧
に
説
明
し
断

れ
る
の
が
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
タ
イ
プ
で
す
。

　

そ
し
て
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
言
動
を
取
る

た
め
の
態
度
や
表
現
を
、「
言
語
的
ア
サ
ー
シ

ョ
ン
」と「
非
言
語
的
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
」の
両
面

か
ら
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

特
に
、
問
題
解
決
の
場
面
や
う
ま
く
言

え
そ
う
も
な
い
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
際
な

ど
に
、
話
す
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

「
D
E
S
C
法
」が
あ
り
ま
す
。

●D
escribe

（
描
写
）客
観
的
に
事
実
を

伝
え
る
。

●E
xplain

（
説
明
）自
分
の
意
見
や
感
情

　

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
と
技
法
は
、
対

人
関
係
に
悩
ん
で
い
る
人
や
自
己
表
現
が

下
手
で
社
会
的
な
活
動
を
苦
手
と
す
る
人

の
た
め
の「
行
動
療
法
」
の
一
つ
と
し
て
、

1
9
5
0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
近
年
は
、
企
業
に
お
け
る
人
材
育

成
や
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
な
ど
、
対
人
関
係

が
重
要
に
な
る
場
で
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
相
手
の
主
張

を
否
定
し
た
り
、
強
い
口
調
で
無
理
に
相

を
伝
え
る
。

●S
pecify

（
提
案
）相
手
に
望
む
行
動
や

解
決
策
な
ど
小
さ
な
行
動
の
変
容
に
つ
い
て

の
提
案
を
明
確
に
す
る
。

●C
hoose

（
選
択
）提
案
の
実
行
・
不
実

行
に
よ
る
結
果
を
伝
え
る
な
ど
し
て
選
択

肢
を
示
す
。

　

前
述
し
た
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
タ
イ
プ
の
セ
リ

フ
は
、
ま
さ
に
こ
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
整
理

し
て
話
を
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
半
は

言
語
以
外
の
表
情
や
態
度
、
声
の
ト
ー
ン
、

身
振
り
手
振
り
な
ど「
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」に
よ
っ
て
伝
わ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
笑
顔
で
楽
し
い
話
を

し
て
い
る
」な
ど
、
言
語
と
非
言
語
で
伝
え

て
い
る
情
報
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
態
度
や
話
の
整
理
の
仕
方
は
、

進
路
指
導
や
相
談
を
行
う
際
の
教
員
の
態

度
・
ス
キ
ル
と
し
て
も
重
要
な
も
の
と
な
り

ま
す
。
教
師
自
身
が
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
関
わ

り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
な
言
動
を
導
き
出
す
。
そ
ん
な
関

係
作
り
に
役
立
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。

図 コミュニケーションの３つのタイプと特徴

進路指導に役立つ技法●アサーション

技法を活かす

アサーティブ
率直、積極的、自他尊重、

自発的など。

「I’m OK, You’re OK」（※）

ノン・アサーティブ（非主張的）
自己否定的、消極的、
依存的、服従的など。

「I’m not OK, You’re OK」（※）

アグレッシブ（攻撃的）
自分本位、尊大、支配的、
他者否定的など。

「I’m OK, You’re not OK」（※）
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先生： 前回の進路希望調査と、進路の希望がずいぶん変わ
ったみたいだけど？

生徒： はい。父が司法書士事務所やっていて、跡を継ぐに
は法学部じゃないとダメだって。

先生： それは、キミもやりたいことなのかな？
生徒： ん～でも、長男だし…。
先生： なんだ、あんまり納得しきれてないみたいじゃないか。
生徒： …。
先生： とりあえず親のことは気にしないで、自分の考えを言っ

てごらん。

生徒： 就職試験の面接、全然受かんないんだけど。もう、
受かる気がしない。

先生： 会社の人から、面接の時や待合室での態度が気にな
ったという連絡があったけど。

生徒： え～。普通にしてたけどなあ（足を開いてふんぞり返っ
て不満そうに座っている）。

先生： あのさあ。そういう態度が問題なんだと思うぞ。
生徒： …（不貞腐れている）。

先生： そろそろ進路のこと、決めないといけない時期になっ
てきたけど。

生徒： はい…。
先生： 大学進学はする予定なんだよね。
生徒： はあ、まあ。周囲もみんな大学行くって言うから、そ

うかなって。
先生： だけど、目標が定まらないと受験勉強もできなくないか？
生徒： まあ、あんまりこれがやりたいとかないし、適当に入

れるところで。
先生： そんなんじゃ、どこも受からないぞ。
生徒： …。

ケ ー ス 1

ケ ー ス 2

ケ ー ス 3

進路選択において、親の言いなりで
やりたいことが言えない生徒

就職試験の面接で態度が悪く
落とされてしまう生徒

進路相談に来ても、何をしたいのか
ほとんど口にしない生徒

対
立
を
煽
る
の
で
は
な
く
、

相
互
尊
重
の
主
張
の
大
切
さ
を
伝
え
る

　

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
で
も
あ
る「
相
互
尊
重
」の
重

要
性
か
ら
考
え
る
と
、
生
徒
に
一
方
的
な
主
張
を
迫
っ

て
も
、
親
と
の
対
立
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
生
徒
は「
親
の
言
う
こ
と
を
素
直

に
聞
く
の
が
大
事
」「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
だ
け
を
言

う
の
は
、
単
な
る
わ
が
ま
ま
」な
ど
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

自
分
の
意
見
を
口
に
し
な
い
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
主
張
＝
反
抗
で
は
な
い
こ

と
、
親
の
願
い
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
自
分
の
将
来
を

し
っ
か
り
考
え
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
大
事
に
す
る

こ
と
、
そ
れ
が
基
本
的
な
人
権
と
し
て
大
切
な
こ
と
な

ど
、
生
徒
の
認
知
へ
の
介
入
も
し
な
が
ら
、
自
分
の
考

え
を
口
に
で
き
る
よ
う
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
一
緒
に
考
え
て
み
る

面
談
の
場
面
で
教
師
が
困
惑
し
て
い
る

こ
と
を
、D
E
S
C
法
で
伝
え
る

　

態
度
が
悪
い
生
徒
の
場
合
、
面
接
の
場
で
評
価
を

受
け
る
と
い
う
こ
と
に
防
衛
的
に
な
り
、
ま
す
ま
す
悪

く
な
る
こ
と
も
。
ま
ず
は
、
面
接
の
場
は
、
良
い
部

分
を
見
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
理
解
を

促
す
こ
と
。
さ
ら
に
、
非
言
語
も
大
事
な
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と
教
え
、
何
が
ダ
メ
だ
っ
た
か
を
一
緒

に
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
働
き
か
け
が
大
事
で
す
。
そ

の
上
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
、
足
を
あ
ま
り
広
げ
て

座
る
よ
り
も
膝
の
開
き
は
30
セ
ン
チ
程
度
で
拳
を
軽

く
握
っ
て
腿
に
乗
せ
て
背
筋
を
伸
ば
し
た
ほ
う
が
姿
勢

よ
く
見
え
る
と
か
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
話
す
な
ど
、

非
言
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
の
練
習
な
ど

を
積
む
場
を
作
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
面
談
で
先
生
が
困
惑
し
て
い
る
こ
と

を
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
に
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
D
E
S
C
法
を
活
用
し
て
、
今
困
惑

し
て
い
る
面
談
の
場
面
を
切
り
取
り
、
整
理
し
て
伝
え

ま
し
ょ
う
。
D（
描
写
）：
今
の
こ
の
面
談
の
中
で
あ
な

た
の
話
に
つ
い
て
、
E（
説
明
）：
私
は
あ
な
た
が
何
を

主
張
し
た
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
困
惑
し
て
い
ま
す
、

S（
提
案
）：
少
し
表
現
を
変
え
た
り
、
よ
り
具
体
的

に
表
現
し
た
り
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
ど
う
で
し
ょ

う
、
C（
選
択
）：
ま
た
、
資
料
な
ど
持
っ
て
い
た
ら
見

せ
て
ほ
し
い
で
す
、
な
ど
の
よ
う
に
。
多
少
、
説
明
的

で
長
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
分
冷
静
に
問
題
や
課
題
を

明
確
化
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
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先生： 前回の進路希望調査と、進路の希望がずいぶん変わ
ったみたいだけど？

生徒： はい。父が司法書士事務所やっていて、跡を継ぐには
法学部じゃないとダメだって。

先生： 親の後を継いであげたいという気持ちが大きくなったの
かな。

生徒： まあ、そうですね。法学部行くものだって、最初から
決めているみたいだし。

先生： それに対して、きみの気持ちはどうなのかな？
生徒： …。仕方ないかなとは思うけど…。
先生： 少し後悔が混じりそうだね。

生徒： 就職試験の面接、全然受かんないんだけど。もう、受か
る気がしない。

先生： そうか。面接って、自分の良いところを見てもらう場なん
だけどね。どうしてダメだったか一緒に考えてみようか。

生徒： う～ん。まあ、そこそこ話はできたと思うんだけどなあ（足
を大きく開いて、少し貧乏ゆすりをしている）。

先生： 話はできたんだね。ちなみに今、結構足開いているのが
先生は気になったけど、面接の時はどうだった？

生徒： ああ？　そういえば、あんまり気にしてなかったかも。

先生： そろそろ進路のこと、決めないといけない時期になって
きたけど。

生徒： はい…。
先生： 大学進学はする予定なんだよね。
生徒： はあ、まあ。周囲もみんな大学行くって言うから、そう

かなって。
先生：  （DESC法を用いて、この面談に対して先生自身が感じ

ている困惑を伝え、提案を行う）とはいえ、大学の情報
を何かで見たりはしていない？

生徒： ああ。このサイトはたまに見てる（と、スマホを出す）。

＜例えば、こんなやりとりへ＞

＜例えば、こんなやりとりへ＞

＜例えば、こんなやりとりへ＞

苅間澤先生の
ワンポイントアドバイス

アサーティブな関わりは、
授業や校内活動に必須です

『改訂版アサーション・
トレーニング－さわや
かな＜自己表現＞の
ために－』
平木典子著　
日本・精神技術研究所

（※）アドラー心理学の「課題の分離」は、キャリアガイダ
ンスVol.434 P.43-45もご参照ください。

　自己主張がうまくない生徒との面談で大
切なことは、その時困っているのは誰かを明
確にしていくことです。それを知る枠組みとし
て、トマス・ゴードンによる教師学の「行動の
四角形」やアドラー心理学の「課題の分離」
などが役立ちます（※）。困っているのが生
徒であれば、教師はまず傾聴すること。教師
自身が困っているのであれば、理性を取り戻
すこと。その上で、今回ご紹介したDESC法
を用いた問いかけをしていくと、わかりやすく
なるはずです。
　人との関わり方がうまくない生徒が増えて
いるなかで、学校によってはソーシャルスキルト
レーニングを導入されるなど、工夫を凝らしてお
られるでしょう。アサーションもまた、人との関わ
りを向上させていくための重要なスキルです。
特に、お互いを尊重し、認め合うなかで自己主
張をしていくアサーティブなコミュニケーション
は、まさにアクティブラーニング型の授業や多
くの学校内の活動で欠かせません。アサーシ
ョン・トレーニングというくらいですから、日頃の
反復練習をぜひ意識してみてください。

『自己主張トレーニング
改訂新版』
ロバート・E.アルベルティ他著
東京図書
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